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< 運営推進会議における評価_様式例 > ※公表用 

【事業所概要】 

法人名 
 
医療法人社団 洛和会 

事業所名 
 
洛和複合サービス壬生 

所在地 

 
（〒604－8852） 
京都市中京区壬生東大竹町４４番地１ 

【事業所の特徴、特に力を入れている点】 

多機関との連携を図り、地域内外の医療ﾆｰｽﾞの高い利用者様の受け入れを行っている。 

地域とのかかわりを持ち、ご利用者様が安心して在宅生活が送れるように援助に努め、ご家族様とご利用者様への相談援助に力を入れている。 

 

 

 

 

【自己評価の実施概要】 

【運営推進会議における評価の実施概要】 

事業所自己評価 

実施日 西暦  2016   年  12 月  8 日 
従業者等自己評価 

実施人数  （  9   ）人        ※管理者を含む 

実施日 西暦 2017 年  4 月 23 日 出席人数（合計）  （  8  ）人     ※自事業所職員を含む 

出席者（内訳） 
□自事業所職員（ 2 人）  □市町村職員（   人）  □地域包括支援センター職員（ 1 人）  □地域住民の代表者（1 人） 

□利用者（   人）  □利用者の家族（   人）  □知見を有する者（   人）  □その他（ 4 人） 

別紙３－３ 
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■ 前回の改善計画の進捗評価 

項目 前回の改善計画 実施した具体的な取組 進捗評価 

Ⅰ．事業運営の評価 

（評価項目 1～10） 

・内外部への職員研修の参加と 
内部研修の実施を取り組む 
・運営推進会議へ、事業所の職員 
を出席出来るように勤務を組む 

・内・外部への職員研修の参加と、 
内外の研修に計画的に参加する 
ことができた。 
・運営推進会議へ、職員を参加 
させることができる 

理念を理解し、看護・介護の共同 
で、医療ニーズの高いご利用者様 
も利用できている。 
運営推進会議へご家族やご利用者 
の参加が出来なかった。 

Ⅱ．サービ

ス提供等

の評価 

 

１．利用者等の

特性・変化に応

じた専門的な

サービス提供 
（評価項目 11

～27） 

・家族交流会の開催)継続(し、ご本

人・ご家族様との、よりよいコミュ

ニケーションを保つ 
・他機関や主治医などへの連携は、 
 プライバシーに配慮し継続する。 

・他、施設や医療機関との連携 
・看取り 
 

 

医療機関との連携に取組み、ご家 
族とご利用者の理解を得て看取り 
を取り組むことが出来た。 
 

 

２．多機関・多

職種との連携 
（評価項目 28

～31） 

・病院や他機関との連携の継続、 
 カンファレンスに参加し情報を

共有する 
・２ヶ月に１回、運営推進会議の 
 開催を継続し地域の情報を得る 
 

・利用者個々の必要機関との 
 連携 
・運営推進会議を開催する 
 事ができる 
 

ご利用者個々の主治医や医療機関 
との連携を図り、支援に取り組め 
ている。 
包括的なサポートは、全ての方で 
は無かった。 

３．誰でも安心

して暮らせる

まちづくりへ

の参画（評価項

目 32～41） 

・地域の方が参加できる行事を計画 
 し開催する。・地域の行事に、 
 利用者様職員が参加する 
・ 地域の病院等への説明等の取組み

を継続、利用者様の確保に努め、積

極的に訪問看護を提供する 

・認知症カフェ 
・サポーター講座 
・小学校児童の受けいれ 
・地域行事参加 
 

 

地域参加の行事の開催や認知症 
サポーター講座やカフェへの参加 
出来る 
地域の関わりも、ご本人のプラン 
に含めている。 
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Ⅲ．結果評価 

（評価項目 42～44） 
医療が必要な利用者様を安心して 
 在宅生活が送れるように計画目

標を作成する 
・在宅での看取りの希望に受け入れ

態勢を維持する 
・地域の方、ご利用者様ご家族様へ

の相談に何時でも受け入れられる

ようにする 

・在宅生活の維持 
 継続 
・看取り 
 

 

在宅生活の維持が継続できている。 
ご家族ご本人様が安心できる支援

に努め、看取りの実績もある。 
 

 

 

※「前回の改善計画」および「実施した具体的な取組」は事業所が記入し、「進捗評価」は自己評価・運営推進会議における評価の総括を記載します 
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■ 今回の「評価結果」および「改善計画」 

項目 評価結果 改善計画 

Ⅰ．事業運営の評価 

（評価項目 1～10） 

・内外部への研修参加と、参加した研修を他の職員 
 への内部研修を実施し、共有できた 
・運営推進会議へ職員も参加できた 
 

・職員育成のための個別の研修計画の実施 
・運営推進会議への利用者家族の参加促し 

Ⅱ．サービ

ス提供等

の評価 

 

１．利用者等の

特性・変化に応

じた専門的な

サービス提供 
（評価項目 11

～27） 

・家族交流会を開催でき、ご家族様同士のコミュニ 
 ケーションをはかれる機会を作れた 
・他、機関などへの連携は、配慮しプライバシー 
を守れた 

・家族交流会の開催)継続(し、ご本人・ご家族様と 
 の、よりよりコミュニケーションを保つ 
・他機関や主治医などへの連携は、プライバシーに 
 配慮し継続する 
 

２．多機関・多

職種との連携 
（評価項目 28

～31） 

・病院や他機関との連携をスムーズに取り組み 
 情報の共有が出来た 
・２ヶ月一回の運営推進会議の開催を実施 
 

・病院や他機関との連携を密にし継続させ利用者の 
在宅支援に努める 
・運営推進会議を２ヶ月に一回開催を継続し地域の 
情報を共有し具体的な要望に対応することに努める 

３．誰でも安心

して暮らせる

まちづくりへ

の参画（評価項

目 32～41） 

地域参加の行事の開催や認知症サポーター講座ｶﾌｪへ

の 
参加、小学生の受け入れを実施し、地域との関わりも、 
ご本人のプランに含めている。 

・地域参加の行事を継続し、介護や医療情報の啓発 
活動に努める 
・地域の行事に利用者が参加、交流がはかれる機会を 
つくる 

Ⅲ．結果評価 

（評価項目 42～44） 
在宅生活の維持が継続出来ている。ご家族ご本人様 
が安心出来る支援に努め、在宅での看取りを実施 
した。 
 

・看取り受け入れ体制の維持 
・安心して在宅生活が継続できるように計画目標を 
設定し、細やかな本人家族への対応を継続する 

※自己評価・運営推進会議における評価の総括を記載します 


